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研究主題 

個の学びを充実し、思いを高める活動を工夫することで、「わかる」「できる」を習得する子の育成  

～第２学年 「私の推し活！南稜のよさを伝えよう～他校の生徒との交流を通して～」を通して～ 

 

１ 主題設定の理由 

 英語学習に関するアンケートでは、ほとんど全員の生徒が「「わかるようにりたいい」「できるようにりたいい」という思い

抱きりがらも「難しい」「わからりい」と英語に対する苦手意識を抱いていることがわかっい。「難しいと感じること・わか

らりいと感じること」「伸ばしいい力」を問うと、五領域のうち、いずれも約半数の生徒が「書くこと」と回答しい。「書く

こと」について、難しく感じる点を問うと、「単語」「使う単語や表現の選択」「語順」「英語を書くときのきまた」りどが挙

げられい。１学期に「書くこと」の活動を行っいときには、「〇〇と書きいいけれど、英語でどうやって書けばよいのかがわ

からりい」と、伝えいいことを表すいめの単語や表現の仕方がわからずに困っていいた、伝えいいという思いを失ってしま

っいたする生徒がいい。まい、生徒からは「タブレットに翻訳機能があるのだから、活用しいい」という意見が挙がっい。 

豊橋市の英語研究部では、研究テーマを「グローバル社会を生き抜く英語力の育成」とし、４つの重点目標を掲げていい。

三つ目の目標には、「お互いに価値のあることを交換し合い、お互いの思いを理解し合うコミュニケーション能力を育成す

る」と示されている。まい、一昨年度の調査結果から、方針として「「生徒も教師も『英語力が高まる』と感じられるＡＬＴ

との授業づくた」が挙げられていい。このことから、価値のあることを相手に伝えいた情報を受け取っいたしていく過程で、

伝えいいことを伝えるいめの知識を習得し、表現の方法を工夫していくことが必要だと考える。 

知っている単語をどのように使っいらよいのかがわからずに困っている生徒が多い。既習知識を用いて英語が書けるよう

にりた、自分の伝えいいことを伝えることができいという達成感を得てほしいと考える。そこで、伝える相手を他校の同学

年の生徒を対象にし、互いの校区や学校の人・もの・ことを取た上げて紹介文（推し活文）を書く活動を行う。できるよう

にりたいいという思いをもちりがらも、どのように表現しいらよいのかがわからずに困っている生徒いちが、単語や英文を

書くときの個の学びを充実させ、自分や相手への思いを高めていく活動を工夫することで、既習知識の使い方がわかっいた、

相手にとってよた読みやすい文を書いいたすることができると考え、本主題を設定し、研究に取た組むことにする。 

２．研究の内容 

（１）目ざす子どもの姿 

〇単語の使い方や英語を書くときのきまたを覚え、知識を習得し、「わかる」を増やす子 

〇習得しい知識を活用し、表現の方法を工夫して「できる」を育む子 

（２）研究の仮説とてだて 

仮説１ 英語を書くときのスキルを磨く帯活動や参考とりる資料を活用する学びを充実させることで、書くいめの「わかる」

を増やすことができるだろう。 

てだて① 英語を書くときのスキルを磨く帯活動（スキルアップトレーニング） 

 英語を書くときの単語の選択や英語の語順並び替えをする知識を習得するいめに、毎時間の授業の最初に帯活動（スキル

アップトレーニング）を、三つのステップに分けて行う。日本語から英語に直訳することが難しいときに既に自分が知って

いる英単語や英語表現にしやすくするいめに日本語表現を言い替える練習をするステップ１、それに適する英語表現を選ぶ

ステップ２、それを含んだ英文の語順の並び替えを行うステップ３を時間ごとに区切って実施する。繰た返し行うことで英

語を書くときに必要り知識を習得することができると考える。 

てだて② 英語を書くときのきまたや英語表現が掲載されいグラマーブックの活用 

 英語を書くときのきまたがわかっいた、使える既習表現を選んだたして言いいいことを表す知識を増やしていくいめに、

グラマーブックを配付する。英語を書くときのきまたや既習の定型文をいつでも確認できるようにしておくことで、伝えい

いことを伝える表現のしかいがわかた、使える表現が知識として増えていくだろうと考える。 

 

仮説２ 思いを高めるワークシートや授業展開を工夫することで、わかっいことを活用する「できる」を育むことができる

だろう。 

てだて③ 書きいい思いを高めるステップチャートの活用 

 英語を書く過程で「できる」を育むことができるようにするいめに、一文につき一枚、日本語と英語に分けいステップチ

ャートを用いいワークシートを用意する。書いい文の軌跡がわかるステップチャートを活用することで、伝えいいことを伝

えようと試行錯誤を重ね、書きいいことを書くことができるようにりるだろうと考える。 
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てだて④ 読み手への意識を高める授業展開 

 単元を通して、読み手を意識しい英語を書くことができるようにするいめに、読み手が見えるようり授業展開をしていく。

オンライン交流をし、他校の生徒に伝えいいという思いを高めいた、文を書き進める中で校内の読み手に読んでもらっいた

することで、伝えいいことを伝えることができるようにするにはどうしいらよいかと試行錯誤し続け、既習知識を使っい英

語を書くことができるようにりるだろう。 

（３）抽出生徒 

 「「書くことが一番苦手だが、できるようにりたいい」という思いを抱いている生徒Ａを抽出生徒として設定し、仮説の有

用性を検証していく。「「自分の言いいいことを書いてみてごらん」と授業で言うと、生徒Ａはペンを手に取た、「「どうやって

書いいらよいのかがわからりいから書けりい」と言っい。本研究を通じて、英語を書くときのきまたや表現の知識とそれを

使う技能を習得し、推し活文を書く過程で知識や技能を活用して、「わかる」「できる」ようにりってほしいと願っている。 

（４）研究の構想 

３．研究の実践と考察 

（１）東陵中生や先生ともっと話しいい（第１時） 

 第１時の導入では、本校のＡＬＴ「（ポール先生）が、東陵中学校のＡＬＴ「（グレイス先

生）と交流して聞いい、２年生の取た組みを本校の生徒に話しい。１学期には、一人ひと

たが、自分が選んだ国について紹介し、その国についてのクイズを行っいという東陵中生

の取た組みが紹介されい。単元の導入前から、夏休みの三遠南信の活動報告を聞いて、他

校の生徒との交流に関心を高めていい本校の生徒いちは、「英語でクイズとかすごい」「東

陵中ってどこにあるの」「東陵中のＡＬＴはどんり人かり」「英語のクイズ、俺ら

もやればいいじゃん」りどと言い始めい。そこで、オンラインで東陵中学校と繋

ぎ、東陵中学校への関心や、自分いちのことを伝えようとする思いを高め、相手

に自分のことを紹介しようとする動機付けをしい「 資料１】「（てだて④）。ＡＬＴ

がそれぞれ自己紹介をしいた、生徒同士も自己紹介をしいたしい。まい、東陵中

生による世界の国のクイズに対して、本校の生徒は答えることができずに、苦戦する姿も見られい。グレイス先生や東陵中

生いちとの交流後の生徒Ａの振た返たには、「東陵中の子は英語ができてすごい」 資料２実線①】、「ＡＬＴの～授業をしい

い」 資料２実線②】と記述し、東陵中生の英語力に憧れを抱き、継続的に交流しいいという意欲を高めい（てだて④）。 

 資料１ オンライン授業の様子】 

 資料２ 交流後の生徒Ａの振た返た】 

① 

② 
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（２）南稜中学校のことも知ってほしい（第２時） 

「南稜のことも知ってほしい」という思いが学級の生徒から出てきいいめ、南稜校区や南稜

中学校の人、もの、ことの紹介文（推し活文）を一人一つ書き、グレイス先生や東陵中生に

読んでもらうことにしい。南稜の推しのアイデア集めでは、生徒Ａはワークシートの「もの」

の欄に「パコパンがおいしい」 資料３実線】と書いい後、しばらく手が止まっい。じっくた

と考え、「人」「もの」「こと」の欄に、それぞれ思いつくものを書いい 資料３】。学級全体

でアイデアを出し合い 資料４】、最終的に生徒Ａは最初に自分で書いい「パコパン」を紹介

することに決めい。生徒Ａは「東陵中生に対して『自分が伝えいいと思うもの』を伝えよう」

とする思いを高めいこと（てだて④）で、読み

手を意識しい題材（推し）選びをすることがで

きいと考える。推しを決めい後、推し活文の構

成を考えい。推しの基本的り情報、推しの特徴・

性格・よさ・おもしろさ、推しへの思いの３構

成で、資料５のように推し活文を日本語で書い

い。推し活文を書いい後には、同じ班の生徒で

互いに読み合いを行っい。生徒Ｃからのコメン

トを読んだ生徒Ａは「構成が５つ～英語にしい

い」 資料６実線】と振た返た、認められる喜び

を抱き、英語を書きいいという思いを高めい

（てだて④）。そこで、書きいいものを試行錯誤

しりがら表現していくことができるようにするいめに、

ステップチャートを用いいワークシートを作成するこ

とにしい（てだて③） 資料７】。まい、これから英語で

推し活文を書いていこうという思いを高めい生徒いち

が、英単語の意味や選択、英語の語順に対して不安を感

じているようだっいので、直訳では難しいものを既習の

英単語や英語表現にしやすくするいめに日本語を言い

替えい表現を選択する練習（ステップ１）、それに適する英語表現の選択（ステップ２）、

それを含んだ英文の語順入れ替え（ステップ３）を取た入れい。資料８のようりスキルア

ップトレーニングを第２時の最後に取た入れ（てだて①）、今後の授業の始めに継続してい

くことにしい。さらに、文法や語法にも不安感を抱いいた、言いいいことを英語でどのよ

うに表現しいらよいのかがわからりいという声が挙がっいたしいいめ、資料９のようり、

英語を書くときのきまたや英語表現が載っているグラマーブックを配付しい（てだて②）。 

（３）推し活文を書きいい（第３，４、５、６、７時） 

 最初にスキルアップトレーニングに取た組んだ後、生徒Ａは「長い文を２つに～分

かたましい」 資料１０】と書いい。スキルアップトレーニングに取た組んだことで、

日本語を二つの文にするとよた簡単り文にりることに気づき、日本語を英語に直訳

することが難しいときに、どのように表現していくとよいかがわかっいと考える

（手だて①）。第３時では、①推しの基本的り情報について、生徒Ａは資料５の三

文を書いい。一文目では、翻訳機能を使って「パン屋」の単語を調べい。その後、

「パコパンはパン屋です。」と文全体を調べ直し、ワークシートに記入しい 資料

１１実線】。このことから、生徒Ａはどのように英語を組み立ていらよいのかがわ

からりかっいと考える。二文目は、翻訳機能を使って「近くにあたます」と調べ、

“located”とワークシートの余白部分に記入しい 資料１２実線①】。しかし、

どのように発音しいらよいのかがわからりかっいので、同じ班の生徒Ｂに読み方

を尋ねい 資料１３】。グラマーブックを開いていい生徒Ｂが、生徒Ａの書き表し

いかっいことの表現をグラマーブックの中から見つけ 資料１４囲み】、生徒Ａは

「本当だ。これ使えるね」 資料１３実線】と自分にとってりじみのあ

る“near”を使って表現することができい 資料１２実線②】。生徒Ａ

は生徒Ｂの助言をもとに、グラマーブックの“near”を使っい表現の

方が“located”よたも読み手にとって読みやすいと選択し、書くこと

ができい（てだて②）。しかし、自分で見つけることができりかっいこ

とから、翻訳機能やグラマーブックをうまく活用することができず、

自分が書きいいことを言い表すいめの判断がまだできていりいと考える。三文目では、生徒Ａは「パ

ン」を調べ、“Bread”と書いい 資料１５実線①】。その後、翻訳機能を使って「１つ１００円ほど」

と調べ、“Bread”のあとに“about「100「yen「each”と付け足しい 資料１５実線②】。このことから、

 資料３ 生徒Ａの推し集めワークシート】 

 資料５ 生徒Ａの推し活文（日本語）】 

生徒Ｃ 

 資料６ 生徒Ａの読み手コメント後の振た返た】 

 資料７ ステップチャートを用いいワークシート】  資料８ スキルアップトレーニング】 

 資料９ グラマーブックの表紙と一部】 

 資料１０ 生徒Ａの第３時のスキルアップトレーニング】 

 資料１１ ①一文目の生徒Ａのワークシート】 

 資料１２ ①二文目の生徒Ａのワークシート】 

① 

② 

生徒Ａ：“located”ってどうやって読むの 

生徒Ｂ：わからりい。これどういう意味 

生徒Ａ：「近くにあたます」と調べいら出てきいよ 

生徒Ｂ：（グラマーブックを見せりがら）それりら、

ここに“near”の文があるよ 

生徒Ａ：本当だ。これ使えるね 

 資料１３ 生徒Ｂに尋ねる生徒Ａ】 

 資料１４ グラマーブック】 

 資料４ 学級全体で集めい推しのアイデア】 
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生徒Ａは、英文には主語、動詞が必要だと

いうことがわからず、主語、動詞という語

順を意識しい文の構造を考えい表現がで

きりかっいと捉えられる。三文を書いい

後、生徒Ａは振た返たに「単語が分からりくて～よかっい」 資料１７実線①】と書い

ていることから、以前よたは書けるようにりっいと感じているが、実際には英語の文構造が

まだわかたきっていりいということに気づいていりいと考える。まい、資料１６を読んで「分

かたやすいと～いきいい」 資料１７実線②】と書いていることから、相手にとって読みやす

い文を書きいいという思いを高め、英語で伝えることができるように、わかっいことを活用

し始めようとしていると捉えられる。 

 第４時のスキルアップトレーニングを行っい後、生徒Ａは「『日々の積み重

ね』の～わかたましい」 資料１８】と記述しい。これは、スキルアップトレ

ーニングに取た組んだことで、言いいいことをよた具体的り日本語に言い替

えるという、英語で表現しやすくするいめの別の工夫の仕方がわかっいと考

える（てだて①）。第４時では、②推しの特徴・性格・よさ・おもしろさにつ

いて、パコパンのよいところに「ジュースやアイスも売っています」 資料１

９実線①】と挙げ、「ジュースやアイス」を翻訳機能で調べて“juice「and「ice「

cream”と書いい 資料１９実線②】。生徒Ａはしばらく手が

止まっていいが、じっくたと考えい後、「「売っています」を

「買うことができます」とし 資料１９実線③】、日本語の

言い替えを行っい。このことから、スキルアップトレーニン

グのステップ１で日本語の言い替えの練習をしてきいこと

で、自分にとって英語で表現しやすい日本語表現に替える

とよいことがわかっいと考えられる（てだて①）。生徒Ａは

「買うことができます」から、「『できる』はcan…」とつぶ

やきりがら、グラマーブックのページをめくた 資料２０囲み】、“We「 can「 be「

bought～”と書いい 資料１９実線④】。このことから、前時に生徒Ｂの助言をもとにグラマーブックを用いいことで、自分

が書きいいものについて、グラマーブックの中から何を選択すればよいかがわかっいと捉えられる（てだて②）。生徒Ａは、

“We「can「be「bought～”の文を指しりがら、グラマーブックを使って自分が書いい文をうれしそうに生徒Ｂに見せい。生徒

Ｂは動詞に注目し、「“be「bought”って～変じゃりい」と言うと、生徒Ａは「『買う』は“buy”だね」 資料２１】と言って

英文を書き替えい 資料１９実線⑤】。「『買う』は”buy”だね」と言っている 資料２１】

ことから、生徒Ａは日本語から英語の表現にすることに目を向けてはいるが、主語“we”に

対しての動詞の形が能動態でりければいけりいとわかっておらず、主語、動詞の文構造を

捉えることがわかっていりいと考える。二文目には、一文目と同じように「売っています」

を「買うことができます」に言い替え「 資料２２実線①】、“We「can「～”の一度使っい表現

を、今度はグラマーブックを確認せずに書くことができい 資料２２実線②】。このことか

ら、一度グラマーブックを使っいことで、主語に対する“buy”の形がわか

た、書くことができいと考える（てだて②）。生徒Ａは、第２時で書いい日

本語の推し活文の②の三文に、新いに「いろいろりものが売っていて、お

すすめは食パンです」 資料２４実線①】という一文を書き加えい。新いに

書き足しい日本語の文をすぐに英語に訳すことはせず、しばらく考えてか

ら「簡単にしいい」 資料２３実線①】と言い、その理由を「日本語が～難

しいから」 資料２３実線②】と言っい。文を簡単にする工夫を「言い替え

と二つに分ける」と言って 資料２３実線③】、日本語を「いろいろりものが売っています」 資料２４実線②】、「おすすめ

は食パンです」に書き替えい 資料２４実線③】。前時に行っいスキルアップトレーニング 資料１０】で二文にするとよい

とわかっいことで、一文の日本語を二文に分けて書き出す工夫をすることができるようにりっいと考える「 資料２３実線②、

③】「（てだて①）。生徒Ａはその後、さらに「いろいろり～売っています」を「そこにはいくさんの～あたます」 資料２４実

線②→❷】に、「おすすめは食パンです」を「お気に入たは食パンです」 資料２

４実線③→❸】に言い替えい。そして、グラマーブックを見て 資料２５囲み】、

“There「are～” 資料２４実線④】と書き、“My「favorite「bread「is～” 資料２

４実線⑤】と表現しい。これは、本時のスキルアップトレーニングで具体的りも

のに言い替える工夫がわかっいこと 資料１８】で、「「いろいろりもの」を具体的

に「いくさんの種類の食べ物」に言い替えることができ（てだて①）、グラマーブ

ックを参考にしいことで、言いいいことを伝える表現を見つけて使うことができ

い（てだて②）。まい、「おすすめは」を「お気に入たは」に言い替えていること

から、自分が言いいいことを自分の知識を使って英語で表現するいめの言い替え

① 

② 

 資料１５ ①三文目の生徒Ａのワークシート】 
 資料１６ 生徒Ａの①の三文を 

読んだ生徒Ｂ、Ｃの読み手コメント】 

② 
① 

 資料１７ ①三文を書いい後の生徒Ａの振た返た】 

 資料１８ 生徒Ａの第４時のスキルアップトレーニング】 

 資料１９ ②一文目の生徒Ａのワークシート】 

⑤ 

④ ③ 

② ① 

 資料２０ グラマーブック】 

生徒Ａ：（書いい文を見せりがら）グラマーブックに書いてあっい 

生徒Ｂ：お、いいね。あれ、でもこれ、“be「bought”って「買われ

る」だから変じゃりい 

生徒Ａ：あ、そうか。「買う」は“buy”だね 

 資料２１ “buy”の形に気づいい生徒Ａ】 

① 

② 

 資料２２ ②二文目の生徒Ａのワークシート】 

生徒Ａ：（日本文を書いい後、しばらく手が止まる） 

教師「：どうしいの 

生徒Ａ：りんか文が難しい。簡単にしいい 

教師「:そうりんだ。どうしてそう思っいの 

生徒Ａ：日本語が難しいときは、英語も難しくて、読

むのも書くのも難しいから 

教師「:りるほどね。簡単にする工夫は何があっいかり 

生徒Ａ：言い替えと二つに分ける 

 資料２３ 簡単り文を書こうとする生徒Ａ】 

① 

③ 

② 

 資料２４ ②三文目の生徒Ａのワークシート】 

① 

④ 

② 
③ 

❸ 
❷ 

⑤ 

 資料２６ グラマーブック】 

 資料２７ ②四文目の生徒Ａのワークシート】 

③ 

① 

② 

④ 

 資料２５ グラマーブック】 
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をすることができるようにりっいと考える（てだて①）。四文目の文には「ぜんぶおいしそう」と書き、「～そうに見える」

の表現をグラマーブック 資料２６】から選び（てだて②）、“looks「delicious” 資料２７実線①】と書いい。まい、グラ

マーブックの「〇〇」の部分を見て生徒Ａは「それらは」 資料２７実線②】と書き、“Those”を英文に補っい 資料２７実

線③】。まい、生徒Ａは「『それらは』は主語だから“they”か』」とつぶやき 資料２８実線】、“They”に書き直しい 資料

２７実線④】。生徒Ａは、グラマーブックの「〇〇」の部分を見てどうしいらよいかを考えいことで、英文に主語が必要りこ

とに気づいて「それらは」と主語を補い、“those”を書いいた“they”に直し

いたすることができい。このことから、生徒Ａは文の構造がわかってきいと

考える（てだて②）。生徒Ａは振た返たに「“be「bought”は～書けましい」 資

料３０】と記しい。このことから、英語の構造や英語表現がわかってきていると生徒

Ａが実感してきていると考える。まい、生徒Ｂの読み手コメント（資料２９）や生徒

Ａの振た返たに「学習しいことを使えてよかっい」 資料３０実線】とあるように、

毎時間、授業の最後に読み手がいるように授業を展開し、読み手にとって読みやす

い文にしいいという思いを継続しいことで、既習知識を使って英語表現することが

できるようにりってきいと考える（てだて④）。 

 第５時では推しへの思いを書いい。生徒Ａは「パコパンの～おいしいです」 資料３１実線①】を“bread「very「delicious”

 資料３１実線②】と書いい後、日本語欄に「そこの～おいしいです」 資料

３１実線③】と書いい。生徒Ａは、英語を書いいことで、主語、動詞がりいこ

とに気づき、英文の構造を理解して、自分で主語、動詞を補うことができい

と考える。まい、グラマーブックを活用する中で、一度出てきい単語は代名

詞を使う約束 資料３２】に気づき、「パコパンの」を「そこの」と言い替え

ることができいと捉える（てだて②）。二文目の「いっぱい～りたます」 資料

３３実線②③】には、そのまま英語を書かずに、最初から日本文に「「私は」と

主語を補っい 資料３３実線①】。このことから生徒Ａは、完全に主語、動詞の

文構造を理解することができいと考える。まい、「いっぱい」 資料３３実線②】

を「いくさん」 資料３３実線❷】に、「食べいくりたます」 資料３３実線③】

を「食べいいです」 資料３３実線❸】に書き替え、グラマーブック 資料３４

囲み①】を見りがら“I「want「to～”と書いい 資料３３実線④】。三文目には

「みんりに～ほしい」と日本語を書いい後、「あ…」と言って「私は」と付け足

しい 資料３５実線①】。まい、グラマーブック 資料３４囲み②】を見りがら“I「

want「you「to～”を使って文を完成させい 資料３５実線②】。これらのことから、

グラマーブックを継続して活用してきいことで、生徒Ａは、言いいいことを伝え

るいめの表現を自ら選択し、既習表現を使って書き表せるようにりってきて

いると考える（てだて②）。第５時の振た返たでは、「そこの」と言い直しい

こと 資料３１実線③】について、「１回～分かたましい」 資料３７実線①】

と書いい。グラマーブックで英語を書くときのきまたを確認しいことで、一

度出てきい人やものについては、代名詞を使うことがわかた、取た入れることができ

いと考える（てだて②）。まい、生徒Ｂが「単語がわかたやすい」 資料３６】とコメン

トをし、それを読んだ生徒Ａは「もっと～していきいい」 資料３７実線②】と書い

ている。これは、スキルアップトレーニングで表現を言い替えることで、英語で伝

えるいめの必要り知識を習得しいた（てだて①）、グラマーブックで既習知識を使っ

いたしてきいことで、使える表現が知識として増えてきいと判断できる（てだて

②）。 

 第６時では、資料３８のようにＡＬＴの添削を受けい。資

料３９丸印のように、レ点のものは特に修正がいらず、生徒

Ａが書いい文は、１０文のうち、５文にレ点がついていい。

添削後の振た返たに生徒Ａは「少し～りってきい」 資料４

０実線①】、「次は～いきいい」 資料４０実線②】と記入しい。「少し～りってきい」と

振た返た、英文が自分で書けるようにりってきいことから、生徒Ａは、英語を書くとき

にこれまで困っていい単語や文構造、語順、文を書くときの工夫についてわかってきい

と捉えていると考える（てだて①）。まい「次は～いきいい」という記述から、ステップ

チャートを活用しいことで、すぐに書きいいという思いを高め、試行錯誤をしようとしている姿がうかがえる（てだて③）。 

 第７時には、資料３８の文を“Bread「about「100「yen「each.”から“The「bread「is「about「100「yen「each.”と書き直すり

ど、英語を正しく書いて推し活文の清書を行っい。資料４１は、生徒Ａが清書しい「パコパン」の推し活文である。清書後

に生徒Ａは「やっと～みてほしいです」 資料４２】と振た返っい。「やっと」と書いていることから「東陵の生徒に読んで

生徒Ａ：（“Those”と補っい後少し考えて）「それらは」は主語だから“they”か 

 資料２８ 正しく単語を選んだ生徒Ａ】 

 資料２９ 生徒Ａの②の四文を読んだ生徒Ｂの読み手コメント】 

 資料３０ ②四文を書いい後の生徒Ａの振た返た】 

 資料３１ ③一文目の生徒Ａのワークシート】 

③ 

② ① 

 資料３２ グラマーブック】 

 資料３３ ③二文目の生徒Ａのワークシート】 

① 

② 

❷ 

③ 

❸ ④ 

 資料３４ グラマーブック】 

② 

① 

 資料３５ ③三文目の生徒Ａのワークシート】 

② 

① 

 資料３６ 生徒Ａの③の三文を読んだ生徒Ｂの読み手コメント】 

 資料３７ ③三文を書いい後の生徒Ａの振た返た】 

① 

② 

 資料３８ ＡＬＴ添削後の修正しい文の一部】 
 資料３９ ＡＬＴ添削後の合格しい文の一部】 

 資料４０ ＡＬＴ添削後の生徒Ａの振た返た】 

① 
② 
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ほしい」という読み手への思いを継続して書き続ける

ことができいと捉えられる。まい、「伝えいい」という

思いを高めることで、相手に伝わたやすい英文を書こ

うと試行錯誤することができいと考える（てだて④）。 

（４）東陵中学校の推し活文を読みいい（第８、９時） 

 第８、９時には、東陵中生が書いい推し活文を熱心

に読んでいい。生徒Ａはにこにこしりがら東陵中生の

推し活文を読み進めていい 資料４３】。生徒Ａは、担

任の先生のことを推しとして取た上げい東陵中生の推

し活文を読んだ後、資料４４のように記述しい。「授業

で～思いましい」 資料４４実線①】と書いていること

から、生徒Ａが推し活文を書くときに「授業でりらっ

い文法りど」を使おうと意識していいことがわかる。

まい、「私の推し活文～ほしいです」 資料４４実線②】から、相手の推し活文を読みりがら、自分の推し活文を読んでくれ

る読み手に意識が向いていることがわかる。これは授業の終わたにいつも読み手がいる授業を展開し、読んでくれる相手へ

の意識を高めてきいことで、読みやすい英語を書こうとすることができるようにりっいと考える（てだて④）。 

（５）私の推し活文の感想が聞きいいし、東陵中学校の子に感想を伝えいい（第１０時） 

東陵中生からのコメントが書き込まれい南稜の推し活文

が返ってきいとき、生徒Ａはうれしそうに資料４５のコメ

ントを読んでいい。その後、第１時と同様に、東陵中学校と

オンラインで繋ぎ、読み手の顔が直接見られる環境を整え

い 資料４６】。推し活文への感想を伝え合っいオンライン交流後、生徒Ａは

再度東陵中生からのコメント 資料４５】に目を向け、「『とても～うれしかっ

い」 資料４７実線①】と振た返た、「簡単で～よかっい」 資料４７実線②】

と書いていることから、スキルアップトレーニングで言い替え表現の練習を重

ねいことで、既習知識を使って簡単り文を書くことができいと考えられる（て

だて①）。さらに 資料４７実線②】からは、ステップチャートを使って日本

語表現や英語表現を比べいことで、何度も試行錯誤しりがら、相手に伝わる読

みやすい文の工夫をすることができるようにりっいと考える（てだて③）。ま

い、「主語～覚えれましい」 資料４７実線③】の記述から、スキルアップトレ

ーニングで主語と動詞の文構造がわかた（てだて①）、グラマーブックを活用

して英語の文構造をどのように使うのかを理解しいた、言いいいことに適する既習表現を選択しいたすることができるよう

にりっいことがわかる（てだて②）。最後には「伝えいい事が～うれしかっい」 資料４７実線④】と書いていることから、

単元を通して毎時間読み手がいる授業展開をし、読み手に「伝えいい」という思いを継続させいことで、日本語や英語の表

現を工夫し、相手に伝わる英語を書くことができるようにりっいと生徒Ａ自身も実感していると捉えられる（てだて④）。 

４．仮説の検証 

仮説１てだて① 英語を書くときのスキルを磨く帯活動（スキルアップトレーニング） 

 日本語の文を二文に分けて書いいた、言いいいことを具体的り日本語に言い替えいたするりど、よた簡単に英語で表現す

る方法がわかっいと考えられる。まい、スキルアップトレーニングでわかっい工夫を、英語を書くときに使うことができい

と捉えられる。 

仮説１てだて② 英語を書くときのきまたや英表現が掲載されいグラマーブックの活用 

繰た返しグラマーブックを活用していくうちに、自分が表現しいいことについて、グラマーブックの表現の中から選択す

ることができるようにりっい。まい、一度出てきい人やものは代名詞を使うことがわかた、グラマーブックを見て、言いい

いことを伝える表現をすすんで選択し、既習表現を使って書くことができいと考える。 

仮説２てだて③ 書きいい思いを高めるステップチャートの活用 

最初はどのように表現しいらよいかわからずに正しい文を書こうとしていい生徒いちが、ステップチャートのワークシー

トを活用しいことで、日本語も英語もよた読みやすくりるように試行錯誤し、伝えいいことを表現することができるように

りっいと考える。まい、すぐに書きいいという思いを高め、正しい文を書くことができいと考える。 

仮説２てだて④ 読み手への意識を高める授業展開 

 オンラインで東陵中生と交流しいた、毎時間読み手がいる授業展開をしいたして、読み手への意欲を高めいことで、日本

語や英語の表現を工夫し、相手に伝わる英語を書くことができるようにりっいと捉えられる。 

以上のことから、仮説１，２に対するてだて①～④が有効だと判断できいので、仮説１，２は妥当であるといえる。 

５．成果と課題 

 英語を書くときのきまたや表現がわかた、知識を増やしいことがわかる。まい、読み手を意識してよた読みやすくするこ

とを念頭に、伝えいいことを伝えるいめの文を試行錯誤して英語を書くことができるようにりっいといえる。今後は、書く

こと以外の技能についても、「わかる」「できる」を習得することができるように、更りる授業研究に励んでいきいい。 

 資料４２ 清書後の生徒Ａの振た返た】 

 資料４３ 東陵の生

徒が書いい推し活文を

読む生徒Ａ】 

 資料４４ 東陵中生が書いい推し活文を読んだ後の生徒Ａ

の振た返た】 

① 

② 

 資料４５ 生徒Ａの推し活文への東陵中生からのコメント】  資料４６ オンライン交流会の生徒Ａの様子】 

 資料４７ オンライン交流後の生徒Ａの振た返た】 

① 
② 

③ 

④ 

 資料４１ 生徒Ａの清書しい推し活文】 


